
(57)【要約】

【課題】　この発明は、複数本のライトガイドファイバ

を内蔵する内視鏡において、挿入部の径小化を図り、か

つ先端部における配置自由度を確保した内視鏡を提供す

ることを目的とする。

【解決手段】　複数本のライトガイドファイバ１を一つ

にまとめた内視鏡において、複数本のライトガイドファ

イバ１が複数に分岐し、かつ剥き出しの状態で先端硬性

部の内側に配置されているとともに、前記複数本のライ

トガイドファイバ１が、アングルリング先端のアングル

ワイヤ取付部より先端側で一つにまとめられ、さらに一

つにまとめられた各々単独で被覆されていない複数本の

ライトガイドファイバ１が、一つの保護チューブ２でま

とめて被覆されている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ （ １ ） を 一 つ に ま と め た 内 視 鏡 に お い て 、
　 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ （ １ ） が 複 数 に 分 岐 し 、 か つ 剥 き 出 し の 状 態 で 先 端 硬 性
部 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る と と も に 、
　 前 記 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ （ １ ） が 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の ア ン グ ル ワ イ ヤ 取
付 部 （ １ ３ ａ ） よ り 先 端 側 で 一 つ に ま と め ら れ 、 さ ら に 一 つ に ま と め ら れ た 各 々 単 独 で 被
覆 さ れ て い な い 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ （ １ ） が 、 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ （ ２ ） で ま
と め て 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 湾 曲 部 の 屈 曲 に 応 じ て 挿 入 部 内 を 長 手 方 向 に 移 動 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ （ １ ） に 対
し 、 湾 曲 部 屈 曲 時 に 同 方 向 に 移 動 す る 部 材 に 、 保 護 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 先 端 が 固 定 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 分 岐 し た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ （ １ ） が 、 他 の 内 容 物 と 内 容 物 と の 間 隙 に そ れ ぞ れ 配 置
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 一 つ に ま と め た 内 視 鏡 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 胃 腸 や 気 管 支 の 内 部 を 観 察 す る た め に 用 い ら れ る 内 視 鏡 に お い て 、 体 内 を 均 一 に 照 明 し
、 ム ラ の な い 観 察 像 を 取 得 す る た め 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 内 蔵 す る も の が あ る
。 先 端 部 に 固 定 さ れ た 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ は 、 先 端 部 と 湾 曲 部 と 軟 性 部 と か ら
構 成 さ れ る 挿 入 部 内 を 挿 通 し 、 光 源 へ 向 か っ て 延 び る 。
　 な お 挿 入 部 内 に は 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ や 鉗 子 チ ュ ー ブ や 送 気 送 水 チ ュ ー ブ な ど 、 ラ イ ト
ガ イ ド フ ァ イ バ 以 外 の 内 容 物 も 挿 通 し て い る た め 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ に 保 護 チ ュ ー ブ
を 被 覆 し て 、 他 の 内 容 物 や 外 部 か ら の 圧 迫 に よ っ て ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ が 損 傷 す る こ と
を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 各 々 単 独 に 保 護 チ ュ ー ブ で 被 覆 し た 場 合 、 挿 入 部 の 径
が 太 く な っ て し ま う 。
　 そ こ で 挿 入 部 の 径 小 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 各 々 単 独 で 被
覆 す る こ と な く 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ で ま と め て 被 覆 し
た 内 視 鏡 が 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 特 許 文 献 １ を 参 照 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ７ ５ １ ８ ６ 号 公 報 （ 図 ３ 及 び 図 ５ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 各 々 単 独 で 被 覆 さ れ て い な い 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ で ま
と め た 従 来 技 術 の 内 視 鏡 で は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 保 護 と 、 挿 入 部 の 径 小 化 を 図 る こ
と が で き る 。
　 し か し な が ら 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ で ま と め て 被 覆 し
た 状 態 （ 保 護 チ ュ ー ブ で ま と め ら れ た 状 態 ） で 先 端 部 本 体 に 固 定 し て い た た め 、 先 端 部 に
お け る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 配 置 自 由 度 や 、 そ の 他 の 内 容 物 （ 例 え ば 鉗 子 チ ュ ー ブ や イ
メ ー ジ フ ァ イ バ ） の 配 置 自 由 度 が 低 い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 問 題 点 を 鑑 み 、 こ の 発 明 は 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 内 蔵 す る 内 視 鏡 に お
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い て 、 挿 入 部 の 径 小 化 を 図 り 、 か つ 先 端 部 に お け る 配 置 自 由 度 を 確 保 し た 内 視 鏡 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 一 つ に ま と め た 内 視 鏡 に お い て 、 複 数 本
の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ が 複 数 に 分 岐 し 、 か つ 剥 き 出 し の 状 態 で 先 端 硬 性 部 の 内 側 に 配 置
さ れ て い る と と も に 、 前 記 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ が 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の ア ン
グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 よ り 先 端 側 で 一 つ に ま と め ら れ 、 さ ら に 一 つ に ま と め ら れ た 各 々 単 独 で
被 覆 さ れ て い な い 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ が 、 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ で ま と め て 被 覆
さ れ て い る も の で あ る 。
　 な お 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 分 よ り 先 端 側 の 部 分 は 、 ア ン グ ル 操
作 に よ っ て 湾 曲 部 を 屈 曲 さ せ た 際 に 湾 曲 し な い 部 分 な の で 、 内 容 物 が 動 か な い 部 分 で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 内 視 鏡 に よ れ ば 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ が 剥 き 出 し の 状 態 で 分 岐 し
て 先 端 硬 性 部 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る た め 、 分 岐 し た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 他 の 内 容 物
（ 例 え ば 鉗 子 チ ュ ー ブ や イ メ ー ジ フ ァ イ バ ） の 間 隙 に そ れ ぞ れ 配 設 す る こ と が で き 、 ラ イ
ト ガ イ ド フ ァ イ バ や 他 の 内 容 物 の 配 置 自 由 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 先 端 部 に お け る 各 内 容 物 の 配 置 自 由 度 を 確 保 す る た め に 先 端 硬 性 部 の 内 側 で ラ イ
ト ガ イ ド フ ァ イ バ を 剥 き 出 し の 状 態 で 分 岐 さ せ て も 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の ア ン グ ル ワ イ
ヤ 取 付 部 よ り 先 端 側 の 部 分 は 、 ア ン グ ル 操 作 の 際 に 湾 曲 せ ず 、 内 容 物 が 動 か な い 部 分 な の
で 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ が 傷 つ く こ と が な い 。
　 そ し て 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 よ り 先 端 側 で 一 つ に ま と め ら れ た
ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ は 、 各 々 単 独 で 被 覆 さ れ る こ と な く 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ で ま と め て
被 覆 さ れ て い る た め 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 保 護 と 挿 入 部 の 径 小 化 が 図 る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 こ の 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 で は 、 先 端 部 と 湾 曲 部 と 軟 性 部 と か ら な る 挿 入 部 内 に 、
複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ と 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ と 、 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ と が 挿 通 し
て い る 。
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 側 断 面 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図
１ に 示 す 内 視 鏡 の 先 端 部 の 正 面 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す の 内 視 鏡 の 切
断 面 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ （ ａ ） は 、 挿 入 部 内 を 挿 通 す る イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ と 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ と を 示 し た も
の で あ り 、 図 １ （ ｂ ） は 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ と イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ と を 示 し た も の
で あ る 。
　 内 視 鏡 の 湾 曲 部 に は ア ン グ ル リ ン グ １ ３ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の
ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ に 取 り 付 け た ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ ｂ を 牽 引 す る こ と に よ っ て
（ ア ン グ ル 操 作 ） 、 湾 曲 部 が 屈 曲 す る 。 ま た ア ン グ ル リ ン グ １ ３ の 先 端 に は 環 状 硬 質 部 材
か ら な る 先 端 硬 性 部 １ ２ が 設 け ら れ 、 さ ら に そ の 先 端 に は 先 端 部 本 体 １ １ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。
　 な お 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ や イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ や 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ な ど の 内 容 物 は
、 前 記 ア ン グ ル リ ン グ １ ３ や 先 端 硬 性 部 １ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 で は 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ
バ １ が 剥 き 出 し の 状 態 で ２ つ に 分 岐 し 、 先 端 硬 性 部 １ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る と と も に
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、 前 記 ２ つ に 分 岐 し た 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ は 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の ア ン グ
ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ よ り 先 端 側 で 一 つ に ま と め ら れ て い る 。
　 ま た 一 つ に ま と め ら れ た 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ は 、 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ ２ で
ま と め て 被 覆 さ れ 、 光 源 に 向 か っ て 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 先 端 部 本 体 １ １ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ に
よ る １ つ の 鉗 子 口 と 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ に よ る １ つ の 観 察 窓 と 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
１ に よ る ２ つ の 照 射 口 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 ２ つ に 分 岐 し た 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド
フ ァ イ バ １ が そ れ ぞ れ 先 端 部 本 体 １ １ に 固 定 さ れ て 、 ２ つ の 照 射 口 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ を 参 照 し て 、 先 端 硬 性 部 １ ２ 及 び ア ン グ ル リ ン グ １ ３ の 内 側 を 挿 通 し て い る ラ イ ト
ガ イ ド フ ァ イ バ １ と イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ と 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 配 置 を 説 明 す る 。
　 図 ３ （ ａ ） は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 内 視 鏡 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 Ｂ －
Ｂ 線 断 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ｃ ） は 、 Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ｄ ） は 、 Ｄ － Ｄ 線 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ （ ａ ） 及 び 図 ３ （ ｂ ） は 、 先 端 硬 性 部 １ ２ の 内 側 に お け る 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
１ と イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ と 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 配 置 を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は 先 端 硬 性
部 先 端 に お け る 各 内 容 物 の 配 置 を 示 し 、 図 ３ （ ｂ ） は 先 端 硬 性 部 基 端 に お け る 各 内 容 物 の
配 置 を 示 す も の で あ る 。
　 図 ３ （ ａ ） 及 び 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 先 端 硬 性 部 １ ２ の 内 側 で は 、 複 数 本 の ラ イ ト
ガ イ ド フ ァ イ バ １ が ２ つ に 分 岐 し 、 ２ つ に 分 け ら れ た 各 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ａ ，
１ ｂ が 、 そ れ ぞ れ 剥 き 出 し の 状 態 （ 保 護 チ ュ ー ブ ２ で ま と め て 被 覆 さ れ て い な い 状 態 ） で
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 先 端 硬 性 部 １ ２ の 内 側 で は 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ が 上 側 に 配
置 さ れ 、 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ が 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。
　 ま た 、 ２ つ に 分 け ら れ た 各 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ａ ， １ ｂ が 、 各 々 離 隔 し て 間 隙
に 配 置 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 各 々 離 隔 し て 配 置 さ れ た 各 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ａ ， １ ｂ は 、 先 端 硬 性
部 先 端 か ら 先 端 硬 性 部 基 端 に か け て 、 徐 々 に 互 い に 近 接 し て い き 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の
ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ よ り 先 端 側 で 一 つ に ま と ま る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 先 端 硬 性 部 先 端 で は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 一 方 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ａ
は 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ 及 び 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 右 側 に 形 成 さ れ た 間 隙 に 配 置 さ れ 、 他 方 の
ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ｂ は 、 前 記 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ 及 び 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 左 側 に
形 成 さ れ た 間 隙 に 配 置 さ れ て い る 。
　 ま た 、 ２ つ に 分 岐 し た ラ イ ト ガ イ ド の 束 １ ａ ， １ ｂ が 収 束 に む か っ て 互 い に 近 接 し て き
た 先 端 硬 性 部 基 端 で は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ 及 び 鉗 子 チ ュ ー ブ
４ の 右 側 の 間 隙 に 配 置 さ れ て い た 一 方 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ａ が 、 前 記 イ メ ー ジ
フ ァ イ バ ３ 及 び 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 左 側 の 間 隙 に 配 置 さ れ て い た 他 方 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ
バ の 束 １ ｂ に 向 か っ て 移 動 し 、 各 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ａ ， １ ｂ が 近 接 し て 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 発 明 の 内 視 鏡 に よ れ ば 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ が 分 岐 し 、 そ れ ぞ れ の ラ
イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ が 剥 き 出 し の 状 態 （ 保 護 チ ュ ー ブ ２ で ま と め て 被 覆 さ れ て い な い 状
態 ） で 先 端 硬 性 部 １ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る た め 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の 配 置 自 由
度 が 確 保 さ れ て い る 。
　 つ ま り 、 分 岐 し た 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ を 、 他 の 内 容 物 と 内 容 物 と の 間 隙 に
そ れ ぞ れ 別 々 に 配 置 す る こ と が で き る た め 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の 配 置 自 由 度 が 高 い
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。
　 ま た 剥 き 出 し の 状 態 （ 保 護 チ ュ ー ブ ２ で ま と め て 被 覆 さ れ て い な い 状 態 ） の ラ イ ト ガ イ
ド フ ァ イ バ １ は 環 状 硬 質 部 材 か ら な る 先 端 硬 性 部 １ ２ の 内 側 に 配 置 さ れ て い る た め 、 先 端
硬 性 部 １ ２ に よ っ て 挿 入 部 外 部 か ら の 圧 迫 な ど か ら 保 護 さ れ 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ が
損 傷 す る 虞 が な い 。
　 さ ら に 、 先 端 硬 性 部 １ ２ （ ア ン グ ル リ ン グ 先 端 の ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 よ り 先 端 側 の 部
分 ） は 、 ア ン グ ル 操 作 の 際 に 湾 曲 せ ず 、 内 容 物 が 動 か な い 部 分 な の で 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ
イ バ １ が 損 傷 す る 虞 が な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ （ ｃ ） は 、 ア ン グ ル リ ン グ の 先 端 部 分 の 内 側 に お け る 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ と
イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ と 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 配 置 を 示 す 図 で あ る （ 図 １ （ ｂ ） の Ｃ － Ｃ 線 断 面
図 ） 。
　 こ の 発 明 に よ る 内 視 鏡 で は 、 分 岐 し た 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ を ア ン グ ル リ ン
グ 先 端 の ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ よ り 先 端 側 で 一 つ に ま と め て い る の で 、 ア ン グ ル リ
ン グ １ ３ の 先 端 部 分 で は 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ が 一 つ に ま と め ら れ た 状 態 （ 一
つ に ま と め ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ｃ ） で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ン グ ル リ ン グ １ ３ の 先 端 部 分 に は 、 ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ ｂ を 取 り 付 け る た め の ア ン グ
ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。
　 ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ な ど の 突 起 部 材 が 配 設 さ れ た 部 分 で 、 分 岐 し て い る ラ イ ト
ガ イ ド フ ァ イ バ １ を 合 流 さ せ た 内 視 鏡 で は 、 ア ン グ ル 操 作 に よ っ て 湾 曲 部 が 屈 曲 し て ラ イ
ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ が 挿 入 部 内 を 長 手 方 向 に 移 動 し た と き に 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の
合 流 部 分 が 前 記 突 起 部 材 に 引 っ 掛 か り 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ が 損 傷 す る 虞 が あ る 。
　 そ こ で 、 分 岐 し て い る 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ を 、 ア ン グ ル リ ン グ 先 端 部 の ア
ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ よ り 先 端 側 で 一 つ に ま と め る こ と に よ っ て 、 ア ン グ ル ワ イ ヤ 取
付 部 １ ３ ａ な ど の 突 起 部 が な い 部 分 に ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の 合 流 部 分 を 配 置 し 、 当 該
合 流 部 分 が ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ に 引 っ 掛 か ら な い よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ア ン グ ル リ ン グ １ ３ の 先 端 部 分 の 内 側 で は 、 イ メ ー ジ フ
ァ イ バ ３ が 上 側 に 配 置 さ れ 、 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ が 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 一 つ に ま と め ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ｃ は イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ 及 び
鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 左 側 に 形 成 さ れ た 間 隙 に 配 置 さ れ 、 ア ン グ ル リ ン グ １ ３ 内 の 下 側 に 配 置
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ （ ｄ ） は 、 ア ン グ ル リ ン グ １ ３ の 中 間 部 分 の 内 側 に お け る 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
１ と イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ と 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ の 配 置 を 示 す 図 で あ る （ 図 １ （ ｂ ） の Ｄ － Ｄ 線
断 面 図 ） 。
　 一 つ に ま と め ら れ た 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ （ 一 つ に ま と め ら れ た ラ イ ト ガ イ
ド フ ァ イ バ の 束 １ ｃ ） は 、 各 々 単 独 で 保 護 チ ュ ー ブ ２ を 被 覆 す る こ と な く 、 一 つ の 保 護 チ
ュ ー ブ ２ で ま と め て 被 覆 さ れ て い る 。
　 各 々 単 独 で 被 覆 さ れ て い な い 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ を 、 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ
２ で ま と め て 被 覆 す る こ と に よ っ て 、 挿 入 部 内 を 挿 通 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の 保 護
と 、 複 数 本 の ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ が 挿 通 す る 挿 入 部 の 径 小 化 を 図 る こ と が で き る
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ア ン グ ル リ ン グ １ ３ の 内 側 で は 、 イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ が
上 側 に 配 置 さ れ 、 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ が 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 一 つ に ま と め ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ｃ が 一 つ の 保 護 チ ュ ー ブ ２ で
ま と め て 被 覆 さ れ 、 ア ン グ ル リ ン グ 内 の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。
　 ま た こ の 実 施 例 で は 、 一 つ に ま と め ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ｃ を 被 覆 す る 保
護 チ ュ ー ブ ２ の 先 端 を 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ に 固 定 し た 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 内 蔵 さ れ て い る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ や イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ や 鉗 子
チ ュ ー ブ ４ な ど の 内 容 物 は 中 心 に 配 置 さ れ て い る わ け で は な い 。 従 っ て ア ン グ ル 操 作 し て
湾 曲 部 を 屈 曲 さ せ る と 、 前 記 内 容 物 が 挿 入 部 内 を 長 手 方 向 に 移 動 す る 。
　 つ ま り 湾 曲 部 の 屈 曲 に 応 じ て 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ は 挿 入 部 内 を 長 手 方 向 に 移 動 す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 例 え ば 図 ３ （ ｄ ） に 示 す 内 視 鏡 で は 、 上 側 に 配 設 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ に
ガ イ ド さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ ｂ を 牽 引 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 は 上 方 に 屈 曲 す る 。
そ し て 湾 曲 部 が 上 方 に 屈 曲 す る と き 、 上 側 に 配 置 さ れ て い る 内 容 物 （ イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３
） は 挿 入 部 基 端 側 に 移 動 し 、 下 側 に 配 置 さ れ て い る 内 容 物 （ 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ や ラ イ ト ガ イ
ド フ ァ イ バ １ ） は 挿 入 部 先 端 側 に 移 動 す る 。
　 ま た 挿 入 部 内 の 下 側 に 配 設 さ れ た ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ に ガ イ ド さ れ た ア ン グ ル
ワ イ ヤ １ ３ ｂ を 牽 引 す る こ と に よ っ て 、 湾 曲 部 は 下 方 に 屈 曲 す る 。 そ し て 湾 曲 部 が 下 方 に
屈 曲 す る と き 、 上 側 に 配 置 さ れ て い る 内 容 物 （ イ メ ー ジ フ ァ イ バ ３ ） は 挿 入 部 先 端 側 に 移
動 し 、 挿 入 部 内 の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 内 容 物 （ 鉗 子 チ ュ ー ブ ４ や ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
１ ） は 挿 入 部 基 端 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 湾 曲 部 の 屈 曲 に 応 じ て ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ が 挿 入 部 内 を 長 手 方 向 に 移 動 す る と き 、
一 つ に ま と め ら れ た ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 束 １ ｃ を 被 覆 す る 保 護 チ ュ ー ブ ２ が 、 挿 入 部
内 の 他 の 内 容 物 や ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部 １ ３ ａ な ど の 突 起 部 材 に 引 っ 掛 か か る と 、 保 護 チ
ュ ー ブ ２ に 対 し て ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の 移 動 方 向 と は 反 対 の 負 荷 が か か る 場 合 が あ る
。
　 湾 曲 部 屈 曲 時 に ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ と 同 方 向 に 移 動 し な い 部 材 に 保 護 チ ュ ー ブ が 引
っ 張 ら れ 、 保 護 チ ュ ー ブ ２ に 対 し て ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の 移 動 方 向 と は 反 対 に 大 き な
負 荷 が か か る と 、 保 護 チ ュ ー ブ ２ の 先 端 が 大 幅 に 位 置 ず れ し 、 保 護 チ ュ ー ブ ２ に し わ が よ
っ た り 、 め く れ た り す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ こ で こ の 実 施 例 で は 、 湾 曲 部 屈 曲 時 に ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ と 同 方 向 に 移 動 す る 鉗
子 チ ュ ー ブ ４ に 保 護 チ ュ ー ブ ２ の 先 端 を 固 定 し 、 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ の 移 動 方 向 と 同
方 向 に 負 荷 を か け る こ と に よ っ て 、 保 護 チ ュ ー ブ ２ の 先 端 が ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ に 対
し て 大 幅 に 位 置 ず れ し な い よ う に し た 。
　 湾 曲 部 の 屈 曲 に 応 じ て 挿 入 部 内 を 長 手 方 向 に 移 動 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ １ に 対 し て
湾 曲 部 屈 曲 時 に 同 方 向 に 移 動 す る 部 材 に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 保 護 チ ュ ー ブ ２ の に し わ
が よ っ た り 、 め く れ た り す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 先 端 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に よ る 内 視 鏡 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ 　 　 ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ
　 ２ 　 　 保 護 チ ュ ー ブ
　 ３ 　 　 イ メ ー ジ フ ァ イ バ
　 ４ 　 　 鉗 子 チ ュ ー ブ
　 １ １ 　 先 端 部 本 体
　 １ ２ 　 先 端 硬 性 部
　 １ ３ 　 ア ン グ ル リ ン グ
　 １ ３ ａ 　 ア ン グ ル ワ イ ヤ 取 付 部
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　 １ ３ ｂ 　 ア ン グ ル ワ イ ヤ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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